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デンマーク大使、EECのWHA工業団地を訪問 デンマーク大使、EECのWHA工業団地を訪問 

WHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビッド・
ナードン氏は、デンマーク大使 Jon Thorgaard氏をイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）（ESIE）の電子機器製造サービスに特化したETK EMS工場
へ迎えました。デンマーク大使館とデンマーク・タイ商工会議所の一行は大使
とともに、ESIEの世界水準の施設を見学し、デンマーク企業による投資の可能
性について意見交換が行なわれました。

WHAグループ 、11年連続でCSR賞を受賞WHAグループ 、11年連続でCSR賞を受賞
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　20 万平方メートルの新しい最先端 E コマース施設の前に並ぶ WHA コーポレション会長兼グ
ループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（中央）とWHA取締役役員ら
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Ａ
グ
ル
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プ
、
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業
団
地
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企
業
対
象
に
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Ｇ
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ト
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ム
・
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催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
.
0
の
む
け
た
基
盤
整
備
を
推
進

ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ

ル
ー
プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
は
開
会
式
で

「
我
々
は
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
を
実
現

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
に
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
顧
客
企

業
の
方
々
に
と
っ
て
今
こ
そ
が
、
こ
の

変
革
の
波
に
乗
り
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
時
な
の
で
す
」
と
挨
拶
。
そ
し
て
、

「
我
々
は
今
、
新
た
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通

信
技
術
が
普
及
す
る
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
。
公
共
部
門
と
民
間
部
門
が
と
も

に
S
カ
ー
ブ
産
業
を
支
え
、
国
際
的
な

テ
ッ
ク
企
業
を
誘
致
し
て
い
く
流
れ
が

す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
」
と
続
け

ま
し
た
。

　

ま
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部

門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
「
5
G 

W
H
A
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム　

イ
ベ
ン
ト
へ
ご
来
場
い
た
だ

い
た
お
客
様
並
び
に
展
示
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
で
は
タ
イ
政
府
が
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・

0
戦
略
を
推
進
す
る
中
で
、顧
客
の
皆
々

様
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
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n
f
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i
t
e
社
は

F
T
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サ
ー
ビ
ス
、レ
ン
タ
ル
・
リ
ー

ス
機
器
＆
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

W
H
A
顧
客
に
提
案
し
て
い
る
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来

場
者
は
ブ
ー
ス
か
ら
ブ
ー
ス
へ
と
回

り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
技
術
を
持
つ
企
業

の
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス

を
体
験
し
、
提
携
に
つ
い
て
個
別
に
商

談
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
部
経
済
回
廊
に
あ
る

W
H
A
工
業
団
地
に
入
居
す
る
企
業

1
0
0
社
あ
ま
り
1
2
0
名
以
上
の
代

表
者
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
国
内
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
お
よ

び
工
業
団
地
運
営
最
大
手
、
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
は
タ
イ
国
内
初
と
な

る
W
H
A 

E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
を
開
設

し
ま
し
た
。
建
物
面
積
は
20
万
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
、
新
施
設
は
バ
ン
ナ
ー

ト
ラ
ッ
ド
37
キ
ロ
地
点
の
チ
ャ
チ
ュ
ン

サ
オ
県
バ
ン
パ
コ
ン
地
区
に
位
置
し
ま

す
。

　

バ
ン
ナ
ー
高
速
道
路
入
口
に
近
い
立

地
は
物
資
の
運
搬
に
有
利
で
、
E
コ

マ
ー
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

も
の
で
す
。

　

W
H
A　

E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
は
電

子
商
取
引
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
と
運
営
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド

ア
、
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
は
じ
め
、
自

動
化
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
最
新
の
設

備
を
提
供
。
タ
イ
最
先
端
の
流
通
シ
ス

テ
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
強
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
W
H
A　

初
の
E
コ
マ
ー
ス
パ
ー

ク
を
開
設
す
る
こ
と
は
我
々
の
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と

で
す
」
と
W
H
A　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
で
あ
る

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
は
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
E
E
C
域
内
の
基
幹
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
産
業
と
し
て
の
私
ど
も
の
役
割
を

再
確
認
す
る
と
同
時
に
未
来
の
タ
イ
工

業
技
術
の
発
展
を
支
え
て
い
き
ま
す
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
１
E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
に

加
え
、
W
H
A
の
ビ
ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ー

ツ
型
施
設
（
B
T
S
）、
レ
デ
ィ
・
ビ

ル
ド
型
工
場
（
R
B
F
）
を
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
施
設
の

総
敷
地
面
積
は
年
度
末
ま
で
に

2
5
6
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る

見
込
み
で
す
。

　

2
0
2
0
年
10
月
29
日
―
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社

（
W
H
A
U
P
）
は
こ
の
ほ
ど
正
式
に
、

タ
イ
の
大
手
財
閥
C
P
グ
ル
ー
プ
の

と
中
国
の
上
海
汽
車
集
団
の
合
弁
会

社
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
の
M
G

生
産
工
場
に
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

パ
ー
ク
を
開
所
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
敷
地
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
カ

バ
ー
す
る
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電

を
備
え
て
い
ま
す
。
1
0
月
初
め
か

ら
稼
働
し
、
電
力
容
量
4
・
8
8
Ｍ

Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
は
国
内

最
大
と
な
り
ま
す
。
W
H
A
U
P
社

最
高
経
営
責
任
者
で
あ
るN

iphon 
Bundechanan

博
士
は
W
H
A
工
業

団
地
内
外
で
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
充
を
計
画
し
て

お
り
、
今
後
新
た

に
合
計
50
Ｍ
Ｗ
の

屋
上
設
置
型
太
陽

光
発
電
の
契
約
を

結
ぶ
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
と
述

べ
、
今
年
度
末
に

は
W
H
A
U
P
社

の
持
ち
株
比
率
に

し
て
5
2
9
Ｍ
Ｗ

メディア大手ネイション・マルチメディア　グループ主催の EEC　
Go セミナーに出席した WHA コーポレーション会長兼グループ
CEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（右から5番目）。ス
リヤ・ジュンルンルアンキット工業大臣の開会のあいさつの後、ジャ
リーポーンCEOをはじめ、ガルフMTP・LNG　ターミナル、グロー
バル・パワー・シナジー(GPSC)、タイ国有鉄道、ウタパオ空港のトッ
プらが参加し、パネルディスカッションが行われました。
セミナーでジャリーポーン CEO は効率のよい公共交通機関などイ
ンフラ基盤を向上させることが経済発展をもたらすという見方を示
しました。また特別投資家ビザ、ファストトラックアプルーバルな
どの取得プロセスの簡素化を提案し、海外の長期投資家がタイと東部経済回廊（EEC）でのビジネスを誘致しやすい環境を
整えることが大切であると強調しました。

WHA Group WHA ID

WHA Logistics

WHAグループはこのほど、WHAコーポレション法人マーケティ
ング部取締役の Siyaphas Chantachairoj 氏が代表してラム
カムヘン大学ロジスティックス・サプライチェーン・マネージメ
ント学部の学生と学術関係者 67 名を WHA イースタン・シー
ボード工業団地１ (WHA ESIE 1) とイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）へ迎えました。
この訪問は大学側のミッションである、学生に実社会での実践
知識とスキル開発機会を与えるために実施されました。一行は
WHA 工業団地内の自動車クラスターを見学しました。WHA コーポレーション会長兼グループ CEO ジャリーポーン・ジャ

ルコーンサクン氏はサムットプラーカーン県の新しい WHA メガ ロ
ジスティクスセンター バンナートラッド 23キロ プロジェクト３の定
礎式を実施しました。同センターは総建築面積8万平方メートル超。
新しいビルド・トゥー・スーツ型施設は最先端ロジスティクス技術
を備え、顧客の求める、完全統合型の電子商取引サービスとソリュー
ションの需要に対応しています。

在タイ米国大使館マイケル・ジョージ・デソンブル大使（右から3番目）から
在タイ米国商工会議所（AMCHAM）CSR Excellence Recognition 
Award 2020を授与されるWHAインダストリアル・デベロップメント産業
及び国際部門取締役デビッド・ナードン氏（右から2番目）とWHAコーポレ
ーション法人マーケティイング部部長Siyaphas Chantachairoj氏（左か
ら3番目）。積極的に社会的責任を追及し、工業団地周辺のコミュニティを
支えるサスティナブル　プログラムを実践したことが評価され、今回で11
年連続での受賞となりました。プラチナレベルでの受賞は2度目となります。

WHA工業団地、
エコインダストリアルタウン賞６賞を受賞
WHA工業団地、
エコインダストリアルタウン賞６賞を受賞

イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
エコインダストリアルタウン賞２賞を受賞
 今年度、イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）はサスティナビリテ
ィのためのECOイノベーション　フォーラム2020にて特別エコインダ
ストリアルタウン4.0賞をスマート　ウオーター分野において受賞しまし
た。今回が初めての受賞となります。このほか、エコ・チャンピオン賞も受
賞。同フォーラムはタイ工業団地公社、工業省工場局、タイ工業連盟水
環境研究所が共催したイベントとなります。

WHA イースタン工業団地 (マプタプット)
（WHA EIE）、
エコインダストリアルタウン賞を獲得
WHAイースタン工業団地（マプタプット）はECOイノベーション　フォ
ーラム2020においてエコインダストリアルタウン　エコ・エクセレンス
賞を獲得しました。受賞テーマは”循環する経済：スマート　サスティナ
ビリティへの道”。長期的視野に立った持続可能な環境基本方針への姿
勢が評価されての受賞となりました。

WHA工業団地3カ所が
エコ・チャンピオン賞を受賞　
WHAイースタン・シーボード工業団地１（WHA ESIE 1), WHA チョン
ブリ工業団地 1 (WHA CIE 1) 、WHA チョンブリ工業団地 2 (WHA 
CIE 2)は共にECOイノベーション　フォーラム2020のエコ・チャンピ
オン賞を受賞しました。スマートで、緑豊かな環境の工業団地を築くこと
でWHAの使命を遂行することを再認識しました。

EEC GOセミナー：WHAグループCEO、
EECにおけるインフラ開発の重要性を強調
EEC GOセミナー：WHAグループCEO、
EECにおけるインフラ開発の重要性を強調

W
H
A
５
Ｇ
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム　

イ
ベ
ン
ト
に
て
。

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
ジ
ャ
リ

ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
（
左
か
ら
６
番
目
）、

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業

兼
国
際
部
門
取
締
役
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
（
左
か
ら
４

番
目
）、
W
H
A 

I
n
f
o
n
i
t
e
社
C
E
O 

K
r
a
i
t
o
s 

O
n
g
c
h
a
i
s
a
k
氏
（
右
か
ら
３

番
目
）、
政
府
関
係
者
、
通
信
事
業
者
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら

の
来
賓
者

WHAメガ ロジスティクスセンター、
バンナートラッド23キロでプロジェクト３定礎式を実施
WHAメガ ロジスティクスセンター、
バンナートラッド23キロでプロジェクト３定礎式を実施

ラムカムヘン大学MBA学生、WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問ラムカムヘン大学MBA学生、WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

WHA インダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門最
高執行責任者ヴィワット・ジラティカルンサクル氏とWHAユー
ティリティ＆パワー社（WHAUP）ユーティリティ事業開発部
取締役 Varanon　Laosuwan 氏は、節水と廃棄物管理施設
見学のためWHAイースタン・シーボード工業団地（マプタプッ
ト）を訪れたチュラロンコン大学学生グループとタイ環境エンジ
ニアリング協会（EEAT）のメンバーを出迎えました。使節団は
コミュニィティーのために安全でクリーンな環境保全を目指す
WHA グループの２大サスティナブル開発プロジェクトとなる
WHAUP水再生処理プラントとチョンブリ・クリーン・エナジー
社（CCE）を見学しました。

WHAグループ、チュラロンコン大学学生とタイ環境エンジニアリング協会の
使節団を水再生処理プラントとCCEに迎える
WHAグループ、チュラロンコン大学学生とタイ環境エンジニアリング協会の
使節団を水再生処理プラントとCCEに迎える
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ス
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ィ
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ユ
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＆
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デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
開
発
運
営
大
手

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン

（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
11
月

2
5
日
、
工
業
団
地
入
居
企
業
を

対
象
と
し
た
5
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
戦
略
的
情
報

を
提
供
す
る
「
5
G 

W
H
A
ス

マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム　

イ
ベ

ン
ト
」
を
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
で
開
催

し
ま
し
た
。　

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
と
W
H
A

　

I
n
f
o
n
i
t
e
社
が
中
心

と
な
り
開
催
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
5
G
の
利
用
を
通
し
て
事
業

拡
大
を
目
指
す
顧
客
お
よ
び
潜
在

的
な
投
資
家
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

シ
ョ
ッ
プ
を
提
供
し
ま
し
た
。

A
I
S
、
ボ
ッ
シ
ュ
、
中
国
移
動

通
信
、
D
t
a
c
、
ハ
ー
ウ
エ
イ
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

な
ど
の
企
業
が
参
加
し
、
自
社
の
最
新

の
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
紹
介
。
各
社
担
当
者
が
デ
ジ

タ
ル
経
済
社
会
に
お
い
て
自
社
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス

強
化
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
を
説
明
し

　

2
0
2
0
年
11
月
11
日
バ
ン
コ
ク
ー

タ
イ
の
大
手
物
流
、
工
業
団
地
運
営
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
＆
パ
ワ
ー
、
デ
ジ

タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
バ
ン
ナ
ー
の
新
シ
ン
ボ

ル
W
H
A
タ
ワ
ー
が
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
・
ア
ワ
ー

ド
を
受
賞
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
国

際
設
計
事
務
所
の
パ
ル
マ
ー
＆
タ
ー

ナ
ー
（
タ
イ
）
が
設
計
し
た
W
H
A
タ

ワ
ー
が
〝Com

m
ercial H

igh Rise 
A
rchitecture T

hailand

（
商
用
高
層

建
築
部
門
）〞
賞
に
輝
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
は
古
代
中
国
の
富
と
繁
栄
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
〝
元
宝
〞
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
ま
し
た
。
ま
た
5
2,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
に
は
、
多

国
籍
企
業
（
M
N
C
）、
技
術
系
中
小

企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
た
め

の
共
有
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
25
階
建
て
の
Ａ
グ
レ
ー
ド
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
は
テ
ナ
ン
ト
企
業
の
従
業

員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も

配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
タ
ワ
ー
を
新
し
い

バ
ン
ナ
ー
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
進
歩
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
W
H
A
本
社
を
思
い
描
き
、

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞

を
非
常
に
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
パ
ル
マ
ー

＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
）
へ
祝
福
を
送
り

ま
す
。
印
象
的
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
事

業
活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
を
低
減
す
る

グ
リ
ー
ン
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
実
践
す

る
こ
の
象
徴
的
な
ビ
ル
は
こ
れ
ま
で
の

バ
ン
ナ
ー
の
景
色
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
は
述
べ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

（
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　産業界向けに総合的な IT ソリューションを
提供できるデジタルサービスとして、データ・
センター、コロケーション、ファイバーオプ
ティック　インターネット FTTx サービス、
レンタル・リース機器＆ソフトウエア・サー
ビス、システムインテグレーションサービス
などを紹介

　ロボットによる産業分野向け最新 5G ソ
リューションを紹介。デジタルマーケティン
グ、デジタルペイメントといったデジタルサー
ビスを含む、エンタープライズ　モビリティ、
ビジネス・ネットワーク、ビジネス・クラウド、
IoT/M2M、ICT、サイバーセクリティーなど
を紹介

　WHA 顧客のための“invented for life”
を体現した最新技術、アクティブシャトル、 
Bosch iSite、Nexeed 、MEC（マルチア
ク セ ス エ ッ ジ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ） 
Optimize などを紹介

　インダストリアル IoT（IIoT）や効率重視の
スマート・マニュファクチュアリングのため
の様々な iSOLUTIONS を紹介。リアルタイ
ムでクラウド上のアプリケーションを追跡し、
パフォーマンスをモニター、中断することな
く 問 題 を 見 極 め、改 善 す る 予 知 保 全
（Predicative Maintenance）を紹介

　目玉商品はスマート MDB ケア。中小企業か
ら大企業向けのコネクティビティサービスとビ
ジネス・ソリューションを提供。便利で、
worry-free、かつ最適なソリューションの開発を
手掛ける同社は、ロジスティックス、監視、ス
マート・ユーティリティなど工業使用のミリ波
（mmWave）5G分野では業界をリードする存在

　エネルギーマネージメントとオートメー
ションのデジタルトランスフォーメーション
を展示。世界をリードするプロセスとエネル
ギー技術、エンドポイントからクラウド接続
製品、コンロール、ソフトウエア、サービス
は企業管理の統合を可能にする

5G WHA スマート・エコシステム イベントの詳細については以下をご参照く
ださい   http://www.facebook.com/whagroup   www.wha-group.com

国
際
的
な
設
計
事
務
所
パ
ル
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー

 

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ハ
イ
ラ
イ
ズ
・   

      

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
・
タ
イ
ラ
ン
ド
賞
を
獲
得

W
H
A
U
P
、
M
G
生
産
工
場
に
タ
イ
国
内
最
大
と
な
る

電
力
容
量
4
.
8
8
Ｍ
Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
を
稼
働
開
始

CSR

バンナートラッドの WHA-KPN メガロジスティックスに位置するボ
ルボ・カーズ（タイランド）のセントラル・ディストリビューション
＆トレーニング・センター開所式において、WHA コーポレション
取締役最高財務責任者 Natthapatt Tanboon-ek 氏（写真左から
３番目）とビジネス・デベロップメントの Chairin Netipiraphong
副所長（左から２番目）がボルボ・カーズ　タイランド社社長の
Chris Wailes 氏（右から３番目）を祝福しました。開所式にはこ
のほか、ボルボ・カーズ（タイランド）コマーシャル・オペレーショ
ン部部長 Pattarapong Achapalasiri 氏（右から２番目）、ビジネ
ス・デベロップメント兼 カスタマー 部 部 長 Thanomsak 
Santanaprasit 氏（右端）も同席されました。

WHAグループ、ボルボ・カーズ（タイランド）の物流拠点
セントラル・ディストリビューション＆トレーニング・センター（VCT CDTC）開設
WHAグループ、ボルボ・カーズ（タイランド）の物流拠点
セントラル・ディストリビューション＆トレーニング・センター（VCT CDTC）開設

シュナイダーエレクトリック 

Dtac

中国移動通信

ボッシュ

AIS

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　
「
W
H
A
U
P
社
は
M
G
生
産
工
場
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
の
太
陽
光
発
電
導
入
に

1
億
7,
5
0
0
万
バ
ー
ツ
を
投
資
し
、ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
屋
根
構
造
を
設
置

す
る
に
あ
た
り
、エ
ン
ジ
ニ
ア
設
計
、建
設
、

許
可
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
ま
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て

が
同
社
の
専
門
チ
ー
ム
の
知
識
と
経
験
に

基
づ
く
も
の
で
、産
業
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
分
野
に
た
ず
さ
わ
る
顧
客
ら

に
信
頼
感
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
時
に
こ
の
太
陽
光
技
術
は
顧
客
の

省
エ
ネ
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
」

（Niphon

博
士
）

　

S
A
I
C 

モ
ー
タ
ー
ー
C
P 

社
及
び

タ
イ
の
M
G
車
生
産
、
販
売
を
担
う
M
G

セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
社
の Zhang Haibo

社
長
は
「
我
々
は
C
O
２
を
削
減
し
、
温
暖

化
防
止
対
策
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
W
H
A
U
P

社
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
環
境
保
護
を
実

践
し
な
が
ら
、
期
間
に
し
て
20
年
以
上
分

の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　
「
デ
バ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
通
り
（
バ
ン

ナ
ー
ト
ラ
ッ
ド
）
7
キ
ロ
と
い
う
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
、
バ

ン
コ
ク
中
心
部
へ
も
近
く
、
E
E
C

エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
及
び
投
資
を
行
な
う
上
で

理
想
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ま

た
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
、
メ
ガ
・

バ
ン
ナ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
バ
ン
ナ
ー

な
ど
か
ら
も
至
近
で
バ
ン
コ
ク
、
主

要
幹
線
道
路
へ
の
迅
速
な
ア
ク
セ
ス

が
可
能
で
す
。
最
大
限
の
効
率
を
追

求
し
た
ビ
ル
設
計
と
、
近
く
て
便
利

な
ル
ー
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
利
便

性
は
、テ
ナ
ン
ト
及
び
訪
問
者
に
と
っ

て
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
」　

と
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
＆
国
際
部

取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
タ
ワ
ー
は
完
成
に
向
け
て

最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
1
月
に
入
居
準
備
が
整

い
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
企
業
の

内
覧
も
現
在
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

   

W
H
A
U
P
社
で
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
工
業
団
地
外
で
も
屋
上
設
置
型
太
陽
光

発
電
の
設
置
が
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
同
社
で
は
総
発
電
量
が
48
Ｍ
Ｗ
に
な
る

42
件
の
屋
上
設
置
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

W
H
A
工
業
団
地
と
物
流
施
設
で
30
Ｍ
Ｗ
、

外
部
の
顧
客
向
け
が
18
Ｍ
Ｗ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
お
よ
そ
４
、
５
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
契
約
締
結
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て

お
り
、
目
標
と
し
て
い
る
総
発
電
量
50

Ｍ
Ｗ
と
な
る
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電

の
設
置
を
今
年
度
内
に
実
現
す
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

（
2
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　
「
全
て
の
工
業
団
地
及
び
倉
庫
に

F
T
T
x
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
事
業

の
保
証
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を
確
約

す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。」
と

W
H
AInfonite

最
高
経
営
責
任
者
で
あ

るK
raitos O

ngchaisak

氏
は
言
い
ま

す
。「
企
業
は
最
大
９
社
あ
る
国
内
外
大
手

通
信
事
業
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
一
環
と
し
て
ス
マ
ー

ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
実
践
す

る
企
業
に
と
っ
て
、
５
Ｇ
技
術
を
導
入
す
る

大
き
な
起
爆
剤
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
事
業
を
よ
り
大
き
な
成
功
へ
と
導
き
、
国

の
経
済
に
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。」
と
説
明
を
続
け
ま
し
た
。

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ー
ジ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
と

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
と
入
居
企
業
へ
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
機
器
レ
ン
タ
ル
、
I
T

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
V
M
S
（
ビ
デ
オ
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト・サ
ー
ビ
ス
）、U
C
音
声
、

ビ
デ
オ
＆
デ
ー
タ
、
E
メ
ー
ル
、
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
オ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
＆
ス
ト
ー
レ
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ク
セ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
顧
客
は
特
定
の
要
件
に
応
じ
て
従
量

制
で
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択

で
き
ま
す
。

　

W
H
A
で
は
一
年
3
6
5
日
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
管
理
を
担
う
専
門
家
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。

W
H
A
U
P
、
M
G
生
産
工
場
に
タ
イ
国
内
最
大
と
な
る

電
力
容
量
4
.
8
8
Ｍ
Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
を
稼
働
開
始

W
H
A
タ
ワ
ー
、
ア
ジ
ア
・

     

パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
・

                     

ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

W
H
A
タ
ワ
ー
、
ア
ジ
ア
・

  

パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

の
電
力
容
量
に
相
当
す
る
こ
と
に
な

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任
者

N
iphon Bundechanan

博
士
に
よ

れ
ば
、
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
と

と
も
に
4
・
8
8
Ｍ
Ｗ
容
量
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
の
記
念
す
べ
き
商

業
運
転
日
（
C
O
D
）
を
迎
え
た
こ

と
を
強
く
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
こ
の

発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
W
H
A
イ
ー

ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
2
に
位
置
す

る
M
G
生
産
工
場
で

2,
0
0
0
台
分
の
車
を

収
容
す
る
総
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
。
タ
イ
国
内
で
は

最
大
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

パ
ー
ク
で
、
10
月
初
旬

か
ら
の
稼
働
で
、
サ
ー

ビ
ス
運
用
期
間
は
20
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

     

（
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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5Gソリューションを紹介する出展企業6社：

W
H
A
工
業
団
地
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
を
導
入



水
の
再
生
処
理
：

　
　
　
環
境
を
守
る
企
業
の
グ
リ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、
工
業
団
地
入
居
企
業
向
け
に

　   

5
G
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

　

社
会
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る

中
、
多
く
の
企
業
が
生
態
系
の
重
要
性

を
重
視
し
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
が
現
在
と
未

来
の
環
境
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う
、
環

境
に
負
担
を
か
け
な
い
生
産
方
法
を
と

る
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
環
境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
企
業
が
今
ま
で
以
上
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
危
険
化

学
物
質
を
使
用
す
る
際
は
、
水
系
に
流

入
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
害
物
質
は
環
境
の

み
な
ら
ず
、
人
間
や
動
物
、
植
物
の
健

康
や
存
在
に
も
長
期
的
に
害
を
も
た
ら

す
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
生
物
が
生
き

て
い
く
う
え
で
き
れ
い
な
水
が
必
要
な

の
で
す
。 

　

製
造
業
で
は
日
々
の
生
産
活
動
で
大

量
の
水
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
廃
水
は
そ
の
ま
ま
垂
れ
流
し
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
新
の
技
術
に

よ
り
、
現
在
で
は
タ
イ
各
地
に
あ
る
水

再
生
処
理
施
設
で
廃
水
を
工
業
用
水
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ス
ト
削
減

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
タ
イ
で
は
干
ば

つ
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
貯
水
量
が
減
少
す
る
と
最
も

影
響
を
受
け
る
の
は
工
業
分
野
と
農
業

分
野
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
タ
イ
政
府

は
水
不
足
を
回
避
す
る
た
め
、
厳
し
い

対
策
や
規
制
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
は
再
生
水
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
ま
す
。
最

新
の
専
門
性
に
特
化
し
た
設
備
の
設

置
と
適
切
な
利
用
で
水
関
連
の
経
費

は
大
幅
に
削
減
で
き
る
の
で
す
。
産

業
廃
水
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
が

あ
り
ま
す
。
再
生
処
理
を
施
し
、
生

産
段
階
で
再
利
用
し
た
り
、
安
全
に

自
然
界
に
戻
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

社
会
的
責
任

　

世
界
中
で
40
％
も
の
国
々
が
水
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
、

多
く
の
企
業
が
変
革
の
と
き
を
迎
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
め
ざ

ま
し
い
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

発
展
に
よ
り
企
業
は
水
を
貯
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
々
の
健
康

と
環
境
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
子
会
社
の

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A
U
P
）
は
水
の
再
生
処

理
を
専
門
と
す
る
企
業
と
し
て
事
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
原
水
、
工

業
用
水
、
廃
水
再
生
サ
ー
ビ
ス
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
水
関
連
の
事
業
を
顧
客

へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任

者
で
あ
るNiphon Bundechanan

博
士
は
「
我
々
は
十
分
な
水
供
給
が

可
能
と
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
必
要
な
技
術
コ
ス
ト
は
下

が
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
よ

り
実
現
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

「
1
日
あ
た
り
2
5,
0
0
0
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
処
理
能
力
の
あ
る
W
H
A

イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ

ト
）
と
1
日
あ
た
り
5,
2
0
0
立
方

メ
ー
ト
ル
の
処
理
能
力
の
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
E
S
I
E
）
へ
は
多
く
の
企
業
が
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業

で
は
生
態
系
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
水

不
足
の
際
の
水
の
確
保
は
必
須
で
、
現

在
利
用
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
提

供
す
る
よ
り
も
、
品
質
の
高
い
工
業
用

水
を
低
価
格
で
得
ら
れ
る
利
点
を
追
求

し
て
い
ま
す
。」

王
室
の
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

故
プ
ミ
ポ
ン
国
王
は
水
資
源
管
理
に

関
連
す
る
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
天
然

資
源
の
中
で
も
、
経
済
発
展
の
た
め
に

最
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
水

に
つ
い
て
、
前
国
王
は
タ
イ
全
土
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
洪
水
と
干
ば
つ
の

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
き
出
す
た
め

研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
を
保

護
し
、
全
て
の
生
命
の
源
で
あ
る
水
を

蓄
え
て
い
く
と
し
た
前
国
王
の
姿
勢

は
、
と
て
も
基
本
的
な
も
の
で
す
。

　
「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
企
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
地
球
に
ク
リ
ー
ン
な
水

を
』
は
前
国
王
の
タ
イ
の
水
資
源
の
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
志
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と

N
iphon

博
士
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

F
T
T
x
（F

iber to the X

）
と
は
、
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
接
続
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使

用
し
た
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。
A
D
S
L
と
比
較
し
て
、
F
T
T
x
は

デ
ー
タ
通
信
量
が
多
く
、
混
信
、
中
断
が
少
な
く
、

特
に
長
距
離
に
お
い
て
そ
の
威
力
を
発
揮
し
ま

す
。
A
D
S
L
は
銅
線
ま
た
は
3
G
、
4
G
に

よ
る
デ
ー
タ
伝
達
技
術
で
あ
る
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
平
均
通
信
速
度
は
10
か
ら

1
5
0
M
b
p
s
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

高
額
な
投
資
を
必
要
と
す
る
た
め
、

F
T
T
x
の
初
期
に
は
採
用
が
進
ま
ず
、
潤
沢

な
資
金
を
持
つ
一
部
の
大
企
業
だ
け
が
こ
の
技
術

に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

で
は
コ
ス
ト
も
だ
い
ぶ
抑
え
ら
れ
、
産
業
分
野
だ

け
で
な
く
、
家
庭
内
ユ
ー
ザ
ー
に
ま
で
浸
透
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
ト
ゥ
ル
ー
、
A
I
S
、
ジ
ャ
ス

ミ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
３
B
B
）
と
い
っ

た
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

F
T
T
H (F

iber to the H
om
e) 

ま
た
は 

F
T
T
B (F

iber to the B
uilding)

回
線
に

よ
り
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ス
ピ
ー
ド
の
F
T
T
x
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
に
向
け
た
世
界
的
な

改
革
の
流
れ
は
、
特
に
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
を
必
要
と
す
る
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
さ
せ
ま
し

た
。
従
来
型
無
線
で
あ
る
3
G
、
4
G
で
は
す
で

に
限
界
値
に
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
フ
ァ
イ
バ
ー

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
切
り
替
え
た
の
で
す
。
そ
し

て
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
や
C
C
T
V
と
い
っ
た
膨

大
な
機
器
の
I
o
T
接
続
や
セ
ン
サ
ー
の
デ
プ
ロ

イ
を
可
能
に
し
ま
し
た
。　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
低
い
減
衰
率
で
安
定
し
た
、
エ

ラ
ー
の
な
い
デ
ー
タ
伝
達
を
可
能
に
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、F
T
T
x
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、

ス
マ
ー
ト
倉
庫
管
理
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
は
競
争
力
を
推
進
し
、
高
速
か
つ
統
合

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ビ
ジ

ネ
ス
や
投
資
計
画
を
決
断
す
る
上
で
最
も
重
要
と

さ
れ
、
タ
イ
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
の
で
す
。

　

工
業
団
地
運
営
大
手
で
、
E
E
C
域
内
の
工
業

団
地
開
発
の
第
一
人
者
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
顧
客
を
支
援
し
、
産
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
需
要

の
高
ま
る
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
、
工
業
団
地

内
に
F
T
T
x
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
投
資
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

構
想
の
も
と
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
の
工

業
団
地
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
投
資
す
る
責
任
を
担
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各

事
業
者
が
個
別
に
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ
に
投
資
す

る
こ
と
な
く
、
異
な
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
よ
る
過

剰
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
避
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
既
存
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、
未
来
の
5
G
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
へ
と
道
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
は

加
速
し
て
い
ま
す
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
と
同
様
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
が
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ス
ト
と
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
能
力
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
投
資
決

定
の
最
優
先
事
項
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
過
小
評
価
す
る
声
は

皆
無
で
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

F
T
T
x

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
工
業
団
地
運

営
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
大
手

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
（
W
H
A
グ

ル
ー
プ
）
は
工
業
団
地
入
居
企
業
向
け

に
5
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
戦

略
的
情
報
を
提
供
す
る
5
G 

W
H
A
ス

マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム 

イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。　

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
と
W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e
社
が
共
催
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
5
G
利
用
を
通
じ
て
事

業
拡
大
を
目
指
す
顧
客
企
業
お
よ
び
潜

在
的
投
資
家
を
対
象
と
す
る
も
の
で

す
。
大
手
テ
ッ
ク
企
業
で
あ
る

A
I
S
、
ボ
ッ
シ
ュ
、
中
国
移

動
通
信
、
D
t
a
c
、
フ
ァ
ー

ウ
エ
イ
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
が
参
加
し
自
社
の

最
新
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
「
我
々
は

タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
に
向
か
う

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
最
前
線
に
い
ま

す
。
最
先
端
技
術
の
名
手
が
介

す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
W
H
A

グ
ル
ー
プ
と
我
々
の
顧
客
企
業

が
変
革
の
波
に
乗
り
、
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
絶
好
の
機
会
な
の

で
す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
述

べ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
1
0
0
社
あ

ま
り
か
ら
1
5
0
名
以
上
の
代

表
者
が
集
ま
り
、
出
展
ブ
ー
ス
で
技

術
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス

を
見
学
し
た
ほ
か
、
提
携
に
つ
い
て

個
別
に
商
談
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e

社
は
F
T
T
x
サ
ー
ビ
ス
、
レ
ン
タ

ル
・
リ
ー
ス
機
器
＆
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
W
H
A
顧
客
企
業

向
け
に
提
案
し
て
い
る
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
。
こ
の
他

に
、
A
I
S
（
産
業
分
野
向
け
最
新

5
G
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）、
ボ
ッ
シ
ュ

（
〝c

o
n
n
e
c
t
e
d
 
lif

e

〞 

〝invented for life

〞
を
具
現

化
す
る
最
新
技
術
）、
中
国
移
動
通

信
（
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア

リ

ン

グ

の

た

め

のi 
SO
LU
T
IO
N
S

）、
D
t
a
c
（
コ
ネ

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
ビ
ジ
ネ

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
マ
ー
ト

M
D
B
ケ
ア
）、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
（
エ
レ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

が
出
展
企
業
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

W
H
A
顧
客
企
業
に
と
っ
て
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
非
常
に
有
意
義
で
魅
力
的
な

内
容
で
し
た
。
ジ
ン
パ
オ　

プ
レ
シ

ジ
ョ
ン　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
副
社
長
の

S
om
sak
 N
orv
on
g

氏
は
「
5
G

技
術
は
特
に
航
空
、
宇
宙
分
野
で
の
自

社
の
顧
客
企
業
に
対
す
る
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
し
ま
す
。
新

た
な
技
術
が
、
S
字
カ
ー
ブ
産
業
の
高

精
度
部
品
製
造
を
容
易
に
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

V
isy P

ackaging (T
hailand)

社
工
場
長
のE

fren V
illanueva

氏
も
新
し
い
5
G
技
術
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。「
我
々
は
ち
ょ
う
ど

W
i
f
i
6
と
い
っ
た
技
術
イ
ン
フ
ラ

面
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
お
り
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
生
産
性
の
向

上
、
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

説
明
し
ま
す
。

　

W
H
A
は
東
部
経
済
回
廊
で
世
界
有

数
の
工
業
団
地
の
開
発
・
運
営
社
で
す
。

W
H
A
主
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
タ
イ
政
府
の
国
家
戦

略
で
あ
る
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
を
主
軸

に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
の
基
盤
を

整
え
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

WHA コーポレーション会長兼グループ CEO ジャリーポー
ン・ジャルコーンサクン氏（右から４番目）、WHA インダス
トリアル・デベロップメント社産業兼国際部門取締役デビッ
ド・ナードン氏（左から４番目）、　WHA Infonite 社 CEO 
Kraitos Ongchaisak 氏（右から３番目）と WHA 取締役役員
と来賓者ら

デジタル時代に向けて最新の技術を解説する出展者の話に耳
を傾けるWHA主導のもとに実施された

生産性を高め、コスト削減を実現するスマート　テクノロ
ジーについて、５ G 技術の専門家と 1on1 ミィーティングを
行なうWHA主導のもとに実施された

ファーウエイ　シュナイダーエレクトリック Dtac 中国移動通信 ボッシュ AIS

６企業が自社の技術を紹介した
　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
長
年
に
わ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
や
地
元
企
業
と
協
力
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
の
関
係
を
築
き
、
堅
固
か
つ
生
産
的

な
社
会
を
創
造
す
る
手
助
け
を
し
て
き
ま
し

た
。
同
社
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し

て
、
住
民
の
生
活
向
上
た
め
の
市
民
活
動
に
力

を
注
ぎ
、
多
く
の
人
々
が
関
心
を
寄
せ
る
問
題

に
取
り
組
み
、
従
業
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間

の
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。　

教
育

　

W
H
A
の
C
R
S
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
人
々
の
生
活
向
上
の
基
礎
と

な
る
教
育
を
何
よ
り
重
視
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
学
校
に
通
う
権
利
が
あ
り
、
将
来

的
に
良
い
就
職

口
が
み
つ
か
る

よ
う
時
間
を
か

け
て
必
要
な
ス

キ
ル
を
学
び
ま

す
。

 

本
年
は
ラ
ヨ
ー

ン
県
バ
ン
カ
イ

地
区
の
63
名
の

生
徒
が
W
H
A

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
奨
学
金
制
度

を
活
用
し
ま
し

た
。
W
H
A
は

こ
の
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
が
早

く
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
慣

れ
親
し
め
る
よ

う
ラ
ッ
プ
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
と

モ
ニ
タ
ー
を
同

県
B
a
n
B
u
e
n
g
地
区
の

B
anm

ablum
bit

校
へ
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
ま
た
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
シ
ラ

チ
ャ
地
区
の
B
a
n
K
h
a-

o
k
i
n
校
に
は
天
井
付
け
扇
風
機

が
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
環
境
の

中
で
勉
学
に
励
め
る
よ
う
に
と
寄
贈

し
ま
し
た
。 

健
康

　

W
H
A
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
住

民
に
十
分
な
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
が
ゆ
き
届
く

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
最
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
個
人
と
家
族
に

提
供
さ
れ
る
た

め
に
は
、
健
康

促
進
施
設
や
セ

ン
タ
ー
に
優
秀

な
人
材
、
医
療

機
器
と
薬
品
が

必
要
で
す
。
チ

ョ
ン
ブ
リ
ー
県

ノ
ン
ヤ
イ
郡
の

N
o
n
g
S
u
a 

C
h
a
n
g
 

と 
T
h
a 
C
h
am

の
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
は
薬
と
デ

ン
ル
ケ
ア
用
品

を
調
達
し
配
給

す
る
こ
と
で
、

あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
地
域
住
民
が
基
本
的
な
健

康
管
理
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

　

警
察
の
日
を
祝
し
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
シ
ラ

チ
ャ
地
区
の
B
o 

W
i
n
警
察
署
に
お
弁
当
を

届
け
ま
し
た
。
食
事
は
近
所
の
恵
ま
れ
な
い
子

供
た
ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県

のK
h
lo
n
g
 K
iu

警
察
署
に
は
治
安
維
持
活

動
を
す
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
経

済
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

   

こ
の
ほ
か
、
重
要
な
仏
教
の
年
中
行
事
で
あ
る

K
rath

in
 rob

e-off
ering

儀
式
に
お
布
施

を
行
な
い
ま
し
た
。
ラ
ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ
イ
地

区
で
は
ロ
イ
ク
ラ
ト
ン
祭
を
W
H
A
の
ス
ポ
ン

サ
ー
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
色
彩
豊

か
な
イ
ベ
ン
ト
は
豊
作
を
願
い
水
の
女
神
に
祈

り
を
さ
さ
げ
る
重
要
な
文
化
価
値
を
持
っ
て
い

ま
す
。

   小
規
模
事
業
の
育
成

　

ラ
ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ
イ
地
区
の
T
a
i 

K
o
d
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
グ
ル
ー
プ
に
は
厨
房
機
器
と
家
電
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
起
業
家
を
支
援
し
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
生
産
性
を
高
め
収
入
増
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
バ
ッ
ク
、
籠
、
麻
製

品
、
マ
ッ
ト
な
ど
の
織
物
製
品
を
作
る
た
め
の

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
水
耕
栽
培
に
従
事
す
る
小
規
模

家
内
工
業
に
は
原
材
料
を
よ
り
早
く
、
簡
易

に
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
乾
燥
用
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
寄
贈
。
こ
れ
に
よ
り
天
候
の
心
配
を
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

緑
豊
か
な

環
境

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
住
民
や
訪
問

者
が
豊
か
な
緑
の

環
境
か
ら
利
益
を

得
ら
れ
る
よ
う

W
H
A
は
植
樹
活

動
に
参
加
し
、
ラ

ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ

イ
地
区
の
M
a 

F
e
u
n
g
運
河
の
浚
渫
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。
麻
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
側
道
が
清

潔
で
美
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い

黄
色
の
花
々
は
鳥
や
蝶
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
も
な
り
ま

す
。

「
我
々
の
C
R
S
活
動

は
、
単
に
現
在
の
状
況
を

変
え
る
た
め
に
は
じ
め
ら

れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
は
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
で
長
期
間
に
渡
り
利

益
を
得
ら
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ

シ
ョ
ン
法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
の

S
iy
a
p
h
a
s
 C
h
an
tach

a
iroj

氏
は
述

べ
て
い
ま
す
。

 

「
W
H
A
の
奉
仕
活
動
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
住
民
が
互
い
に
つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
の
未

来
に
自
信
を
も
て
る
よ
う
、
新
た
な
機
会
と
新

し
い
扉
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
は
人
々

の
生
活
に
永
続
的
な

影
響
を
与
え
る
こ
と

の
で
き
る
方
法
で
社

会
に
還
元
し
て
い
き

ま
す
。
我
々
の
こ
う

し
た
今
日
の
努
力
は

明
日
の
大
き
な
変
化

の
波
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
」

堅実なコミュニティーの
構築と人々の

よりよい生活の実現を目指す
WHAグループの CSR 活動

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営
の
大
手

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
、

W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e
社
は

進
化
す
る
I
T
と
顧
客
の
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
光

フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
末
に
は

タ
イ
国
内
の
工
業
団
地
10
か
所
中
７

か
所
が
完
全
に
F
T
T
x
使
用
と
な

る
予
定
で
、
残
り
3
か
所
に
つ
い
て

も
部
分
的
に
F
T
T
x
使
用
と
な
る

予
定
で
す
。

　

エ
ア
・
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ 

マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
を
も
と
に
し
た
地

中
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ
は
、
高
速
、

低
遅
延
で
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
接
続
性
を
強
化
し
、
W
H
A
工
業

団
入
居
企
業
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た

ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
と
デ
ー
タ
ス
ト
ー
レ
ジ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な

ど
も
改
善
さ
れ
、
フ
ル
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
D
R
（
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ
カ
バ
リ
）

が
可
能
な
W
H
A 

T
i
e
r 
I
I
I

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
大
手
テ
レ
コ
ム
会
社
と

５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
で
の
協
調

体
制
の
た
め
の
M
o
U
（
了
解
覚
書
）

を
締
結
す
る
こ
と
で
、
5
G
技
術
と

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
促
進
し
、

W
H
A
工
業
団
地
と
倉
庫
を
利
用
す

る
顧
客
へPaaS (Platform

 as a 

Service

（
パ

ー

ス
） 

や SaaS 
(Softw

are as a Service

（
サ

ー

ス
)
）
の
提
供
を
可
能
と
し
ま
す
。

ま
たJasm

ine International Plc

の
子
会
社
で
あ
るJasT

el 　

N
etw
ork

社
と
は
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
の
合
意
書
が
作
成
の

最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。　
　
　

 　

 
                    （

4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

W
H
A
工
業
団
地
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
を
導
入
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水
の
再
生
処
理
：

　
　
　
環
境
を
守
る
企
業
の
グ
リ
ー
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、
工
業
団
地
入
居
企
業
向
け
に

　   

5
G
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

　

社
会
の
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る

中
、
多
く
の
企
業
が
生
態
系
の
重
要
性

を
重
視
し
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
が
現
在
と
未

来
の
環
境
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う
、
環

境
に
負
担
を
か
け
な
い
生
産
方
法
を
と

る
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
環
境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
企
業
が
今
ま
で
以
上
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
危
険
化

学
物
質
を
使
用
す
る
際
は
、
水
系
に
流

入
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
害
物
質
は
環
境
の

み
な
ら
ず
、
人
間
や
動
物
、
植
物
の
健

康
や
存
在
に
も
長
期
的
に
害
を
も
た
ら

す
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
生
物
が
生
き

て
い
く
う
え
で
き
れ
い
な
水
が
必
要
な

の
で
す
。 

　

製
造
業
で
は
日
々
の
生
産
活
動
で
大

量
の
水
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
廃
水
は
そ
の
ま
ま
垂
れ
流
し
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
新
の
技
術
に

よ
り
、
現
在
で
は
タ
イ
各
地
に
あ
る
水

再
生
処
理
施
設
で
廃
水
を
工
業
用
水
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ス
ト
削
減

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
タ
イ
で
は
干
ば

つ
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
貯
水
量
が
減
少
す
る
と
最
も

影
響
を
受
け
る
の
は
工
業
分
野
と
農
業

分
野
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
タ
イ
政
府

は
水
不
足
を
回
避
す
る
た
め
、
厳
し
い

対
策
や
規
制
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
は
再
生
水
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
ま
す
。
最

新
の
専
門
性
に
特
化
し
た
設
備
の
設

置
と
適
切
な
利
用
で
水
関
連
の
経
費

は
大
幅
に
削
減
で
き
る
の
で
す
。
産

業
廃
水
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
が

あ
り
ま
す
。
再
生
処
理
を
施
し
、
生

産
段
階
で
再
利
用
し
た
り
、
安
全
に

自
然
界
に
戻
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

社
会
的
責
任

　

世
界
中
で
40
％
も
の
国
々
が
水
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
、

多
く
の
企
業
が
変
革
の
と
き
を
迎
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
め
ざ

ま
し
い
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

発
展
に
よ
り
企
業
は
水
を
貯
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
々
の
健
康

と
環
境
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
子
会
社
の

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社
（
W
H
A
U
P
）
は
水
の
再
生
処

理
を
専
門
と
す
る
企
業
と
し
て
事
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
原
水
、
工

業
用
水
、
廃
水
再
生
サ
ー
ビ
ス
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
水
関
連
の
事
業
を
顧
客

へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任

者
で
あ
るNiphon Bundechanan

博
士
は
「
我
々
は
十
分
な
水
供
給
が

可
能
と
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
必
要
な
技
術
コ
ス
ト
は
下

が
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
よ

り
実
現
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

「
1
日
あ
た
り
2
5,
0
0
0
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
処
理
能
力
の
あ
る
W
H
A

イ
ー
ス
タ
ン
工
業
団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ

ト
）
と
1
日
あ
た
り
5,
2
0
0
立
方

メ
ー
ト
ル
の
処
理
能
力
の
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
E
S
I
E
）
へ
は
多
く
の
企
業
が
関

心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業

で
は
生
態
系
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
水

不
足
の
際
の
水
の
確
保
は
必
須
で
、
現

在
利
用
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
提

供
す
る
よ
り
も
、
品
質
の
高
い
工
業
用

水
を
低
価
格
で
得
ら
れ
る
利
点
を
追
求

し
て
い
ま
す
。」

王
室
の
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

故
プ
ミ
ポ
ン
国
王
は
水
資
源
管
理
に

関
連
す
る
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
天
然

資
源
の
中
で
も
、
経
済
発
展
の
た
め
に

最
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
水

に
つ
い
て
、
前
国
王
は
タ
イ
全
土
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
洪
水
と
干
ば
つ
の

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
き
出
す
た
め

研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
を
保

護
し
、
全
て
の
生
命
の
源
で
あ
る
水
を

蓄
え
て
い
く
と
し
た
前
国
王
の
姿
勢

は
、
と
て
も
基
本
的
な
も
の
で
す
。

　
「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
企
業

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
地
球
に
ク
リ
ー
ン
な
水

を
』
は
前
国
王
の
タ
イ
の
水
資
源
の
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
志
を

引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と

N
iphon

博
士
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

F
T
T
x
（F

iber to the X

）
と
は
、
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
接
続
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使

用
し
た
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。
A
D
S
L
と
比
較
し
て
、
F
T
T
x
は

デ
ー
タ
通
信
量
が
多
く
、
混
信
、
中
断
が
少
な
く
、

特
に
長
距
離
に
お
い
て
そ
の
威
力
を
発
揮
し
ま

す
。
A
D
S
L
は
銅
線
ま
た
は
3
G
、
4
G
に

よ
る
デ
ー
タ
伝
達
技
術
で
あ
る
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
平
均
通
信
速
度
は
10
か
ら

1
5
0
M
b
p
s
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

高
額
な
投
資
を
必
要
と
す
る
た
め
、

F
T
T
x
の
初
期
に
は
採
用
が
進
ま
ず
、
潤
沢

な
資
金
を
持
つ
一
部
の
大
企
業
だ
け
が
こ
の
技
術

に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

で
は
コ
ス
ト
も
だ
い
ぶ
抑
え
ら
れ
、
産
業
分
野
だ

け
で
な
く
、
家
庭
内
ユ
ー
ザ
ー
に
ま
で
浸
透
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
ト
ゥ
ル
ー
、
A
I
S
、
ジ
ャ
ス

ミ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
３
B
B
）
と
い
っ

た
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

F
T
T
H (F

iber to the H
om
e) 

ま
た
は 

F
T
T
B (F

iber to the B
uilding)

回
線
に

よ
り
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ス
ピ
ー
ド
の
F
T
T
x
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
に
向
け
た
世
界
的
な

改
革
の
流
れ
は
、
特
に
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
を
必
要
と
す
る
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
を
加
速
さ
せ
ま
し

た
。
従
来
型
無
線
で
あ
る
3
G
、
4
G
で
は
す
で

に
限
界
値
に
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
フ
ァ
イ
バ
ー

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
切
り
替
え
た
の
で
す
。
そ
し

て
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
や
C
C
T
V
と
い
っ
た
膨

大
な
機
器
の
I
o
T
接
続
や
セ
ン
サ
ー
の
デ
プ
ロ

イ
を
可
能
に
し
ま
し
た
。　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
低
い
減
衰
率
で
安
定
し
た
、
エ

ラ
ー
の
な
い
デ
ー
タ
伝
達
を
可
能
に
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、F
T
T
x
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、

ス
マ
ー
ト
倉
庫
管
理
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
は
競
争
力
を
推
進
し
、
高
速
か
つ
統
合

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ビ
ジ

ネ
ス
や
投
資
計
画
を
決
断
す
る
上
で
最
も
重
要
と

さ
れ
、
タ
イ
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
の
で
す
。

　

工
業
団
地
運
営
大
手
で
、
E
E
C
域
内
の
工
業

団
地
開
発
の
第
一
人
者
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
顧
客
を
支
援
し
、
産
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
需
要

の
高
ま
る
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
、
工
業
団
地

内
に
F
T
T
x
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
投
資
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

構
想
の
も
と
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
の
工

業
団
地
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
投
資
す
る
責
任
を
担
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各

事
業
者
が
個
別
に
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ
に
投
資
す

る
こ
と
な
く
、
異
な
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
よ
る
過

剰
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
避
け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
既
存
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、
未
来
の
5
G
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
へ
と
道
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
は

加
速
し
て
い
ま
す
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
や
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
と
同
様
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
が
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ス
ト
と
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
能
力
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
投
資
決

定
の
最
優
先
事
項
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
過
小
評
価
す
る
声
は

皆
無
で
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

F
T
T
x

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
工
業
団
地
運

営
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
大
手

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
（
W
H
A
グ

ル
ー
プ
）
は
工
業
団
地
入
居
企
業
向
け

に
5
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
戦

略
的
情
報
を
提
供
す
る
5
G 

W
H
A
ス

マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム 

イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。　

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
と
W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e
社
が
共
催
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
5
G
利
用
を
通
じ
て
事

業
拡
大
を
目
指
す
顧
客
企
業
お
よ
び
潜

在
的
投
資
家
を
対
象
と
す
る
も
の
で

す
。
大
手
テ
ッ
ク
企
業
で
あ
る

A
I
S
、
ボ
ッ
シ
ュ
、
中
国
移

動
通
信
、
D
t
a
c
、
フ
ァ
ー

ウ
エ
イ
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
が
参
加
し
自
社
の

最
新
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
「
我
々
は

タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
に
向
か
う

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
最
前
線
に
い
ま

す
。
最
先
端
技
術
の
名
手
が
介

す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
W
H
A

グ
ル
ー
プ
と
我
々
の
顧
客
企
業

が
変
革
の
波
に
乗
り
、
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
絶
好
の
機
会
な
の

で
す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
述

べ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
1
0
0
社
あ

ま
り
か
ら
1
5
0
名
以
上
の
代

表
者
が
集
ま
り
、
出
展
ブ
ー
ス
で
技

術
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス

を
見
学
し
た
ほ
か
、
提
携
に
つ
い
て

個
別
に
商
談
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e

社
は
F
T
T
x
サ
ー
ビ
ス
、
レ
ン
タ

ル
・
リ
ー
ス
機
器
＆
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
W
H
A
顧
客
企
業

向
け
に
提
案
し
て
い
る
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
。
こ
の
他

に
、
A
I
S
（
産
業
分
野
向
け
最
新

5
G
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）、
ボ
ッ
シ
ュ

（
〝c

o
n
n
e
c
t
e
d
 
lif

e

〞 

〝invented for life

〞
を
具
現

化
す
る
最
新
技
術
）、
中
国
移
動
通

信
（
ス
マ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア

リ

ン

グ

の

た

め

のi 
SO
LU
T
IO
N
S

）、
D
t
a
c
（
コ
ネ

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
ビ
ジ
ネ

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
マ
ー
ト

M
D
B
ケ
ア
）、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
（
エ
レ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

が
出
展
企
業
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

W
H
A
顧
客
企
業
に
と
っ
て
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
非
常
に
有
意
義
で
魅
力
的
な

内
容
で
し
た
。
ジ
ン
パ
オ　

プ
レ
シ

ジ
ョ
ン　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
副
社
長
の

S
om
sak
 N
orv
on
g

氏
は
「
5
G

技
術
は
特
に
航
空
、
宇
宙
分
野
で
の
自

社
の
顧
客
企
業
に
対
す
る
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
し
ま
す
。
新

た
な
技
術
が
、
S
字
カ
ー
ブ
産
業
の
高

精
度
部
品
製
造
を
容
易
に
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

V
isy P

ackaging (T
hailand)

社
工
場
長
のE

fren V
illanueva

氏
も
新
し
い
5
G
技
術
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。「
我
々
は
ち
ょ
う
ど

W
i
f
i
6
と
い
っ
た
技
術
イ
ン
フ
ラ

面
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
お
り
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
顧
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
生
産
性
の
向

上
、
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

説
明
し
ま
す
。

　

W
H
A
は
東
部
経
済
回
廊
で
世
界
有

数
の
工
業
団
地
の
開
発
・
運
営
社
で
す
。

W
H
A
主
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
タ
イ
政
府
の
国
家
戦

略
で
あ
る
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
を
主
軸

に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
の
基
盤
を

整
え
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

WHA コーポレーション会長兼グループ CEO ジャリーポー
ン・ジャルコーンサクン氏（右から４番目）、WHA インダス
トリアル・デベロップメント社産業兼国際部門取締役デビッ
ド・ナードン氏（左から４番目）、　WHA Infonite 社 CEO 
Kraitos Ongchaisak 氏（右から３番目）と WHA 取締役役員
と来賓者ら

デジタル時代に向けて最新の技術を解説する出展者の話に耳
を傾けるWHA主導のもとに実施された

生産性を高め、コスト削減を実現するスマート　テクノロ
ジーについて、５ G 技術の専門家と 1on1 ミィーティングを
行なうWHA主導のもとに実施された

ファーウエイ　シュナイダーエレクトリック Dtac 中国移動通信 ボッシュ AIS

６企業が自社の技術を紹介した
　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
長
年
に
わ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
や
地
元
企
業
と
協
力
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
の
関
係
を
築
き
、
堅
固
か
つ
生
産
的

な
社
会
を
創
造
す
る
手
助
け
を
し
て
き
ま
し

た
。
同
社
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し

て
、
住
民
の
生
活
向
上
た
め
の
市
民
活
動
に
力

を
注
ぎ
、
多
く
の
人
々
が
関
心
を
寄
せ
る
問
題

に
取
り
組
み
、
従
業
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間

の
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。　

教
育

　

W
H
A
の
C
R
S
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
人
々
の
生
活
向
上
の
基
礎
と

な
る
教
育
を
何
よ
り
重
視
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
学
校
に
通
う
権
利
が
あ
り
、
将
来

的
に
良
い
就
職

口
が
み
つ
か
る

よ
う
時
間
を
か

け
て
必
要
な
ス

キ
ル
を
学
び
ま

す
。

 

本
年
は
ラ
ヨ
ー

ン
県
バ
ン
カ
イ

地
区
の
63
名
の

生
徒
が
W
H
A

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
奨
学
金
制
度

を
活
用
し
ま
し

た
。
W
H
A
は

こ
の
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
が
早

く
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
慣

れ
親
し
め
る
よ

う
ラ
ッ
プ
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
と

モ
ニ
タ
ー
を
同

県
B
a
n
B
u
e
n
g
地
区
の

B
anm

ablum
bit

校
へ
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
ま
た
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
シ
ラ

チ
ャ
地
区
の
B
a
n
K
h
a-

o
k
i
n
校
に
は
天
井
付
け
扇
風
機

が
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
環
境
の

中
で
勉
学
に
励
め
る
よ
う
に
と
寄
贈

し
ま
し
た
。 

健
康

　

W
H
A
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
住

民
に
十
分
な
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
が
ゆ
き
届
く

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
最
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
個
人
と
家
族
に

提
供
さ
れ
る
た

め
に
は
、
健
康

促
進
施
設
や
セ

ン
タ
ー
に
優
秀

な
人
材
、
医
療

機
器
と
薬
品
が

必
要
で
す
。
チ

ョ
ン
ブ
リ
ー
県

ノ
ン
ヤ
イ
郡
の

N
o
n
g
S
u
a 

C
h
a
n
g
 

と 
T
h
a 
C
h
am

の
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
は
薬
と
デ

ン
ル
ケ
ア
用
品

を
調
達
し
配
給

す
る
こ
と
で
、

あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
地
域
住
民
が
基
本
的
な
健

康
管
理
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

　

警
察
の
日
を
祝
し
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
シ
ラ

チ
ャ
地
区
の
B
o 

W
i
n
警
察
署
に
お
弁
当
を

届
け
ま
し
た
。
食
事
は
近
所
の
恵
ま
れ
な
い
子

供
た
ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県

のK
h
lo
n
g
 K
iu

警
察
署
に
は
治
安
維
持
活

動
を
す
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
経

済
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

   

こ
の
ほ
か
、
重
要
な
仏
教
の
年
中
行
事
で
あ
る

K
rath

in
 rob

e-off
ering

儀
式
に
お
布
施

を
行
な
い
ま
し
た
。
ラ
ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ
イ
地

区
で
は
ロ
イ
ク
ラ
ト
ン
祭
を
W
H
A
の
ス
ポ
ン

サ
ー
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
色
彩
豊

か
な
イ
ベ
ン
ト
は
豊
作
を
願
い
水
の
女
神
に
祈

り
を
さ
さ
げ
る
重
要
な
文
化
価
値
を
持
っ
て
い

ま
す
。

   小
規
模
事
業
の
育
成

　

ラ
ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ
イ
地
区
の
T
a
i 

K
o
d
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
グ
ル
ー
プ
に
は
厨
房
機
器
と
家
電
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
起
業
家
を
支
援
し
、

シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
生
産
性
を
高
め
収
入
増
を
目

指
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
バ
ッ
ク
、
籠
、
麻
製

品
、
マ
ッ
ト
な
ど
の
織
物
製
品
を
作
る
た
め
の

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
水
耕
栽
培
に
従
事
す
る
小
規
模

家
内
工
業
に
は
原
材
料
を
よ
り
早
く
、
簡
易

に
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
乾
燥
用
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
を
寄
贈
。
こ
れ
に
よ
り
天
候
の
心
配
を
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

緑
豊
か
な

環
境

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
住
民
や
訪
問

者
が
豊
か
な
緑
の

環
境
か
ら
利
益
を

得
ら
れ
る
よ
う

W
H
A
は
植
樹
活

動
に
参
加
し
、
ラ

ヨ
ー
ン
県
バ
ン
カ

イ
地
区
の
M
a 

F
e
u
n
g
運
河
の
浚
渫
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。
麻
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
側
道
が
清

潔
で
美
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い

黄
色
の
花
々
は
鳥
や
蝶
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
も
な
り
ま

す
。

「
我
々
の
C
R
S
活
動

は
、
単
に
現
在
の
状
況
を

変
え
る
た
め
に
は
じ
め
ら

れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
は
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
で
長
期
間
に
渡
り
利

益
を
得
ら
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ

シ
ョ
ン
法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
の

S
iy
a
p
h
a
s
 C
h
an
tach

a
iroj

氏
は
述

べ
て
い
ま
す
。

 

「
W
H
A
の
奉
仕
活
動
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
住
民
が
互
い
に
つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
の
未

来
に
自
信
を
も
て
る
よ
う
、
新
た
な
機
会
と
新

し
い
扉
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
W
H
A
は
人
々

の
生
活
に
永
続
的
な

影
響
を
与
え
る
こ
と

の
で
き
る
方
法
で
社

会
に
還
元
し
て
い
き

ま
す
。
我
々
の
こ
う

し
た
今
日
の
努
力
は

明
日
の
大
き
な
変
化

の
波
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
」

堅実なコミュニティーの
構築と人々の

よりよい生活の実現を目指す
WHAグループの CSR 活動

　

流
通
・
工
業
団
地
運
営
の
大
手

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
、

W
H
A　

I
n
f
o
n
i
t
e
社
は

進
化
す
る
I
T
と
顧
客
の
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
光

フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
の
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
末
に
は

タ
イ
国
内
の
工
業
団
地
10
か
所
中
７

か
所
が
完
全
に
F
T
T
x
使
用
と
な

る
予
定
で
、
残
り
3
か
所
に
つ
い
て

も
部
分
的
に
F
T
T
x
使
用
と
な
る

予
定
で
す
。

　

エ
ア
・
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ 

マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
バ
ー
技
術
を
も
と
に
し
た
地

中
F
T
T
x
イ
ン
フ
ラ
は
、
高
速
、

低
遅
延
で
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
接
続
性
を
強
化
し
、
W
H
A
工
業

団
入
居
企
業
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た

ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
と
デ
ー
タ
ス
ト
ー
レ
ジ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な

ど
も
改
善
さ
れ
、
フ
ル
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
D
R
（
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ
カ
バ
リ
）

が
可
能
な
W
H
A 

T
i
e
r 

I
I
I

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
大
手
テ
レ
コ
ム
会
社
と

５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
で
の
協
調

体
制
の
た
め
の
M
o
U
（
了
解
覚
書
）

を
締
結
す
る
こ
と
で
、
5
G
技
術
と

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
促
進
し
、

W
H
A
工
業
団
地
と
倉
庫
を
利
用
す

る
顧
客
へPaaS (Platform

 as a 

Service

（
パ

ー

ス
） 

や SaaS 
(Softw

are as a Service

（
サ

ー

ス
)
）
の
提
供
を
可
能
と
し
ま
す
。

ま
たJasm

ine International Plc

の
子
会
社
で
あ
るJasT

el 　

N
etw
ork

社
と
は
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
の
合
意
書
が
作
成
の

最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。　
　
　

 　

 
                    （

4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

W
H
A
工
業
団
地
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
を
導
入

23
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

デンマーク大使、EECのWHA工業団地を訪問 デンマーク大使、EECのWHA工業団地を訪問 

WHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビッド・
ナードン氏は、デンマーク大使 Jon Thorgaard氏をイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）（ESIE）の電子機器製造サービスに特化したETK EMS工場
へ迎えました。デンマーク大使館とデンマーク・タイ商工会議所の一行は大使
とともに、ESIEの世界水準の施設を見学し、デンマーク企業による投資の可能
性について意見交換が行なわれました。

WHAグループ 、11年連続でCSR賞を受賞WHAグループ 、11年連続でCSR賞を受賞

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、
タ
イ
初
の
E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
を

 

チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
県
バ
ン
ナ
ー
ト
ラ
ッ
ド
37
キ
ロ
に
開
設

　20 万平方メートルの新しい最先端 E コマース施設の前に並ぶ WHA コーポレション会長兼グ
ループCEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（中央）とWHA取締役役員ら

Ｗ
Ｈ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
工
業
団
地
入
居
企
業
対
象
に
５
Ｇ
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
.
0
の
む
け
た
基
盤
整
備
を
推
進

ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ

ル
ー
プ
C
E
O
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
は
開
会
式
で

「
我
々
は
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
を
実
現

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
に
い
ま

す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
顧
客
企

業
の
方
々
に
と
っ
て
今
こ
そ
が
、
こ
の

変
革
の
波
に
乗
り
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
時
な
の
で
す
」
と
挨
拶
。
そ
し
て
、

「
我
々
は
今
、
新
た
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通

信
技
術
が
普
及
す
る
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
。
公
共
部
門
と
民
間
部
門
が
と
も

に
S
カ
ー
ブ
産
業
を
支
え
、
国
際
的
な

テ
ッ
ク
企
業
を
誘
致
し
て
い
く
流
れ
が

す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
」
と
続
け

ま
し
た
。

　

ま
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
兼
国
際
部

門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
「
5
G 

W
H
A
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム　

イ
ベ
ン
ト
へ
ご
来
場
い
た
だ

い
た
お
客
様
並
び
に
展
示
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー

プ
で
は
タ
イ
政
府
が
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・

0
戦
略
を
推
進
す
る
中
で
、顧
客
の
皆
々

様
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A 

I
n
f
o
n
i
t
e
社
は

F
T
T
x 

サ
ー
ビ
ス
、レ
ン
タ
ル
・
リ
ー

ス
機
器
＆
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

W
H
A
顧
客
に
提
案
し
て
い
る
I
T
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来

場
者
は
ブ
ー
ス
か
ら
ブ
ー
ス
へ
と
回

り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
技
術
を
持
つ
企
業

の
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス

を
体
験
し
、
提
携
に
つ
い
て
個
別
に
商

談
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
部
経
済
回
廊
に
あ
る

W
H
A
工
業
団
地
に
入
居
す
る
企
業

1
0
0
社
あ
ま
り
1
2
0
名
以
上
の
代

表
者
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
国
内
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
お
よ

び
工
業
団
地
運
営
最
大
手
、
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
は
タ
イ
国
内
初
と
な

る
W
H
A 

E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
を
開
設

し
ま
し
た
。
建
物
面
積
は
20
万
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
、
新
施
設
は
バ
ン
ナ
ー

ト
ラ
ッ
ド
37
キ
ロ
地
点
の
チ
ャ
チ
ュ
ン

サ
オ
県
バ
ン
パ
コ
ン
地
区
に
位
置
し
ま

す
。

　

バ
ン
ナ
ー
高
速
道
路
入
口
に
近
い
立

地
は
物
資
の
運
搬
に
有
利
で
、
E
コ

マ
ー
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

も
の
で
す
。

　

W
H
A　

E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
は
電

子
商
取
引
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
と
運
営
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド

ア
、
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
は
じ
め
、
自

動
化
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
最
新
の
設

備
を
提
供
。
タ
イ
最
先
端
の
流
通
シ
ス

テ
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
強
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
W
H
A　

初
の
E
コ
マ
ー
ス
パ
ー

ク
を
開
設
す
る
こ
と
は
我
々
の
グ
ル
ー

プ
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と

で
す
」
と
W
H
A　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
で
あ
る

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
は
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
E
E
C
域
内
の
基
幹
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
産
業
と
し
て
の
私
ど
も
の
役
割
を

再
確
認
す
る
と
同
時
に
未
来
の
タ
イ
工

業
技
術
の
発
展
を
支
え
て
い
き
ま
す
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
１
E
コ
マ
ー
ス
パ
ー
ク
に

加
え
、
W
H
A
の
ビ
ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ー

ツ
型
施
設
（
B
T
S
）、
レ
デ
ィ
・
ビ

ル
ド
型
工
場
（
R
B
F
）
を
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
施
設
の

総
敷
地
面
積
は
年
度
末
ま
で
に

2
5
6
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る

見
込
み
で
す
。

　

2
0
2
0
年
10
月
29
日
―
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社

（
W
H
A
U
P
）
は
こ
の
ほ
ど
正
式
に
、

タ
イ
の
大
手
財
閥
C
P
グ
ル
ー
プ
の

と
中
国
の
上
海
汽
車
集
団
の
合
弁
会

社
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
の
M
G

生
産
工
場
に
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

パ
ー
ク
を
開
所
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
敷
地
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
カ

バ
ー
す
る
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電

を
備
え
て
い
ま
す
。
1
0
月
初
め
か

ら
稼
働
し
、
電
力
容
量
4
・
8
8
Ｍ

Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
は
国
内

最
大
と
な
り
ま
す
。
W
H
A
U
P
社

最
高
経
営
責
任
者
で
あ
るN

iphon 
Bundechanan

博
士
は
W
H
A
工
業

団
地
内
外
で
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
充
を
計
画
し
て

お
り
、
今
後
新
た

に
合
計
50
Ｍ
Ｗ
の

屋
上
設
置
型
太
陽

光
発
電
の
契
約
を

結
ぶ
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
と
述

べ
、
今
年
度
末
に

は
W
H
A
U
P
社

の
持
ち
株
比
率
に

し
て
5
2
9
Ｍ
Ｗ

メディア大手ネイション・マルチメディア　グループ主催の EEC　
Go セミナーに出席した WHA コーポレーション会長兼グループ
CEOジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（右から5番目）。ス
リヤ・ジュンルンルアンキット工業大臣の開会のあいさつの後、ジャ
リーポーンCEOをはじめ、ガルフMTP・LNG　ターミナル、グロー
バル・パワー・シナジー(GPSC)、タイ国有鉄道、ウタパオ空港のトッ
プらが参加し、パネルディスカッションが行われました。
セミナーでジャリーポーン CEO は効率のよい公共交通機関などイ
ンフラ基盤を向上させることが経済発展をもたらすという見方を示
しました。また特別投資家ビザ、ファストトラックアプルーバルな
どの取得プロセスの簡素化を提案し、海外の長期投資家がタイと東部経済回廊（EEC）でのビジネスを誘致しやすい環境を
整えることが大切であると強調しました。

WHA Group WHA ID

WHA Logistics

WHAグループはこのほど、WHAコーポレション法人マーケティ
ング部取締役の Siyaphas Chantachairoj 氏が代表してラム
カムヘン大学ロジスティックス・サプライチェーン・マネージメ
ント学部の学生と学術関係者 67 名を WHA イースタン・シー
ボード工業団地１ (WHA ESIE 1) とイースタン・シーボード工
業団地（ラヨーン）へ迎えました。
この訪問は大学側のミッションである、学生に実社会での実践
知識とスキル開発機会を与えるために実施されました。一行は
WHA 工業団地内の自動車クラスターを見学しました。WHA コーポレーション会長兼グループ CEO ジャリーポーン・ジャ

ルコーンサクン氏はサムットプラーカーン県の新しい WHA メガ ロ
ジスティクスセンター バンナートラッド 23キロ プロジェクト３の定
礎式を実施しました。同センターは総建築面積8万平方メートル超。
新しいビルド・トゥー・スーツ型施設は最先端ロジスティクス技術
を備え、顧客の求める、完全統合型の電子商取引サービスとソリュー
ションの需要に対応しています。

在タイ米国大使館マイケル・ジョージ・デソンブル大使（右から3番目）から
在タイ米国商工会議所（AMCHAM）CSR Excellence Recognition 
Award 2020を授与されるWHAインダストリアル・デベロップメント産業
及び国際部門取締役デビッド・ナードン氏（右から2番目）とWHAコーポレ
ーション法人マーケティイング部部長Siyaphas Chantachairoj氏（左か
ら3番目）。積極的に社会的責任を追及し、工業団地周辺のコミュニティを
支えるサスティナブル　プログラムを実践したことが評価され、今回で11
年連続での受賞となりました。プラチナレベルでの受賞は2度目となります。

WHA工業団地、
エコインダストリアルタウン賞６賞を受賞
WHA工業団地、
エコインダストリアルタウン賞６賞を受賞

イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
エコインダストリアルタウン賞２賞を受賞
 今年度、イースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）はサスティナビリテ
ィのためのECOイノベーション　フォーラム2020にて特別エコインダ
ストリアルタウン4.0賞をスマート　ウオーター分野において受賞しまし
た。今回が初めての受賞となります。このほか、エコ・チャンピオン賞も受
賞。同フォーラムはタイ工業団地公社、工業省工場局、タイ工業連盟水
環境研究所が共催したイベントとなります。

WHA イースタン工業団地 (マプタプット)
（WHA EIE）、
エコインダストリアルタウン賞を獲得
WHAイースタン工業団地（マプタプット）はECOイノベーション　フォ
ーラム2020においてエコインダストリアルタウン　エコ・エクセレンス
賞を獲得しました。受賞テーマは”循環する経済：スマート　サスティナ
ビリティへの道”。長期的視野に立った持続可能な環境基本方針への姿
勢が評価されての受賞となりました。

WHA工業団地3カ所が
エコ・チャンピオン賞を受賞　
WHAイースタン・シーボード工業団地１（WHA ESIE 1), WHA チョン
ブリ工業団地 1 (WHA CIE 1) 、WHA チョンブリ工業団地 2 (WHA 
CIE 2)は共にECOイノベーション　フォーラム2020のエコ・チャンピ
オン賞を受賞しました。スマートで、緑豊かな環境の工業団地を築くこと
でWHAの使命を遂行することを再認識しました。

EEC GOセミナー：WHAグループCEO、
EECにおけるインフラ開発の重要性を強調
EEC GOセミナー：WHAグループCEO、
EECにおけるインフラ開発の重要性を強調
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ョ
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際
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デ
ビ
ッ
ド
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ナ
ー
ド
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K
r
a
i
t
o
s 

O
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a
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氏
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右
か
ら
３

番
目
）、
政
府
関
係
者
、
通
信
事
業
者
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら

の
来
賓
者

WHAメガ ロジスティクスセンター、
バンナートラッド23キロでプロジェクト３定礎式を実施
WHAメガ ロジスティクスセンター、
バンナートラッド23キロでプロジェクト３定礎式を実施

ラムカムヘン大学MBA学生、WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問ラムカムヘン大学MBA学生、WHA ESIE 1とESIE（ラヨーン）を訪問

WHA インダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門最
高執行責任者ヴィワット・ジラティカルンサクル氏とWHAユー
ティリティ＆パワー社（WHAUP）ユーティリティ事業開発部
取締役 Varanon　Laosuwan 氏は、節水と廃棄物管理施設
見学のためWHAイースタン・シーボード工業団地（マプタプッ
ト）を訪れたチュラロンコン大学学生グループとタイ環境エンジ
ニアリング協会（EEAT）のメンバーを出迎えました。使節団は
コミュニィティーのために安全でクリーンな環境保全を目指す
WHA グループの２大サスティナブル開発プロジェクトとなる
WHAUP水再生処理プラントとチョンブリ・クリーン・エナジー
社（CCE）を見学しました。

WHAグループ、チュラロンコン大学学生とタイ環境エンジニアリング協会の
使節団を水再生処理プラントとCCEに迎える
WHAグループ、チュラロンコン大学学生とタイ環境エンジニアリング協会の
使節団を水再生処理プラントとCCEに迎える
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＆
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運
営
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W
H
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H
A
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プ
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は
11
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2
5
日
、
工
業
団
地
入
居
企
業
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対
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と
し
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5
G
ネ
ッ
ト
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ー
ク

と
デ
ジ
タ
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ラ
ン
フ
ォ
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ョ
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関
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し
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戦
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A
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コ
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テ
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ン
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ン
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催
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デ
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ッ
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メ
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と
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H
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I
n
f
o
n
i
t
e
社
が
中
心

と
な
り
開
催
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
5
G
の
利
用
を
通
し
て
事
業

拡
大
を
目
指
す
顧
客
お
よ
び
潜
在

的
な
投
資
家
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

シ
ョ
ッ
プ
を
提
供
し
ま
し
た
。

A
I
S
、
ボ
ッ
シ
ュ
、
中
国
移
動

通
信
、
D
t
a
c
、
ハ
ー
ウ
エ
イ
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

な
ど
の
企
業
が
参
加
し
、
自
社
の
最
新

の
技
術
、
イ
ン
フ
ラ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
紹
介
。
各
社
担
当
者
が
デ
ジ

タ
ル
経
済
社
会
に
お
い
て
自
社
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス

強
化
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
を
説
明
し
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0
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0
年
11
月
11
日
バ
ン
コ
ク
ー

タ
イ
の
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手
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流
、
工
業
団
地
運
営
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
＆
パ
ワ
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、
デ
ジ

タ
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プ
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ッ
ト
フ
ォ
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の
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ポ
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ョ
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（
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シ
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ワ
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テ
ィ
ー
・
ア
ワ
ー

ド
を
受
賞
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
国

際
設
計
事
務
所
の
パ
ル
マ
ー
＆
タ
ー

ナ
ー
（
タ
イ
）
が
設
計
し
た
W
H
A
タ

ワ
ー
が
〝Com

m
ercial H

igh Rise 
A
rchitecture T

hailand

（
商
用
高
層

建
築
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輝
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。

　

こ
の
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フ
ィ
ス
タ
ワ
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建
築
デ
ザ

イ
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は
古
代
中
国
の
富
と
繁
栄
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
〝
元
宝
〞
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
ま
し
た
。
ま
た
5
2,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
オ
フ
ィ
ス
空
間
に
は
、
多

国
籍
企
業
（
M
N
C
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技
術
系
中
小

企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
た
め

の
共
有
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
25
階
建
て
の
Ａ
グ
レ
ー
ド
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
は
テ
ナ
ン
ト
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業
の
従
業

員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も

配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
タ
ワ
ー
を
新
し
い

バ
ン
ナ
ー
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
進
歩
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
W
H
A
本
社
を
思
い
描
き
、

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞

を
非
常
に
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し
た
パ
ル
マ
ー

＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
）
へ
祝
福
を
送
り

ま
す
。
印
象
的
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
事

業
活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
を
低
減
す
る

グ
リ
ー
ン
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
実
践
す

る
こ
の
象
徴
的
な
ビ
ル
は
こ
れ
ま
で
の

バ
ン
ナ
ー
の
景
色
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
シ
ョ
ン
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
は
述
べ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

（
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　産業界向けに総合的な IT ソリューションを
提供できるデジタルサービスとして、データ・
センター、コロケーション、ファイバーオプ
ティック　インターネット FTTx サービス、
レンタル・リース機器＆ソフトウエア・サー
ビス、システムインテグレーションサービス
などを紹介

　ロボットによる産業分野向け最新 5G ソ
リューションを紹介。デジタルマーケティン
グ、デジタルペイメントといったデジタルサー
ビスを含む、エンタープライズ　モビリティ、
ビジネス・ネットワーク、ビジネス・クラウド、
IoT/M2M、ICT、サイバーセクリティーなど
を紹介

　WHA 顧客のための“invented for life”
を体現した最新技術、アクティブシャトル、 
Bosch iSite、Nexeed 、MEC（マルチア
ク セ ス エ ッ ジ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ） 
Optimize などを紹介

　インダストリアル IoT（IIoT）や効率重視の
スマート・マニュファクチュアリングのため
の様々な iSOLUTIONS を紹介。リアルタイ
ムでクラウド上のアプリケーションを追跡し、
パフォーマンスをモニター、中断することな
く 問 題 を 見 極 め、改 善 す る 予 知 保 全
（Predicative Maintenance）を紹介

　目玉商品はスマート MDB ケア。中小企業か
ら大企業向けのコネクティビティサービスとビ
ジネス・ソリューションを提供。便利で、
worry-free、かつ最適なソリューションの開発を
手掛ける同社は、ロジスティックス、監視、ス
マート・ユーティリティなど工業使用のミリ波
（mmWave）5G分野では業界をリードする存在

　エネルギーマネージメントとオートメー
ションのデジタルトランスフォーメーション
を展示。世界をリードするプロセスとエネル
ギー技術、エンドポイントからクラウド接続
製品、コンロール、ソフトウエア、サービス
は企業管理の統合を可能にする

5G WHA スマート・エコシステム イベントの詳細については以下をご参照く
ださい   http://www.facebook.com/whagroup   www.wha-group.com
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CSR

バンナートラッドの WHA-KPN メガロジスティックスに位置するボ
ルボ・カーズ（タイランド）のセントラル・ディストリビューション
＆トレーニング・センター開所式において、WHA コーポレション
取締役最高財務責任者 Natthapatt Tanboon-ek 氏（写真左から
３番目）とビジネス・デベロップメントの Chairin Netipiraphong
副所長（左から２番目）がボルボ・カーズ　タイランド社社長の
Chris Wailes 氏（右から３番目）を祝福しました。開所式にはこ
のほか、ボルボ・カーズ（タイランド）コマーシャル・オペレーショ
ン部部長 Pattarapong Achapalasiri 氏（右から２番目）、ビジネ
ス・デベロップメント兼 カスタマー 部 部 長 Thanomsak 
Santanaprasit 氏（右端）も同席されました。

WHAグループ、ボルボ・カーズ（タイランド）の物流拠点
セントラル・ディストリビューション＆トレーニング・センター（VCT CDTC）開設
WHAグループ、ボルボ・カーズ（タイランド）の物流拠点
セントラル・ディストリビューション＆トレーニング・センター（VCT CDTC）開設

シュナイダーエレクトリック 

Dtac

中国移動通信
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（
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続
く
）

　
「
W
H
A
U
P
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は
M
G
生
産
工
場
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
の
太
陽
光
発
電
導
入
に

1
億
7,
5
0
0
万
バ
ー
ツ
を
投
資
し
、ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
屋
根
構
造
を
設
置

す
る
に
あ
た
り
、エ
ン
ジ
ニ
ア
設
計
、建
設
、

許
可
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
ま
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て

が
同
社
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専
門
チ
ー
ム
の
知
識
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験
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基
づ
く
も
の
で
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業
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ネ
ル
ギ
ー
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ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
分
野
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た
ず
さ
わ
る
顧
客
ら

に
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頼
感
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与
え
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も
の
と
な
っ
て
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す
。
同
時
に
こ
の
太
陽
光
技
術
は
顧
客
の

省
エ
ネ
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
」

（Niphon

博
士
）

　

S
A
I
C 

モ
ー
タ
ー
ー
C
P 

社
及
び

タ
イ
の
M
G
車
生
産
、
販
売
を
担
う
M
G

セ
ー
ル
ス
（
タ
イ
）
社
の Zhang Haibo

社
長
は
「
我
々
は
C
O
２
を
削
減
し
、
温
暖

化
防
止
対
策
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
W
H
A
U
P

社
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
環
境
保
護
を
実

践
し
な
が
ら
、
期
間
に
し
て
20
年
以
上
分

の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　
「
デ
バ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
通
り
（
バ
ン

ナ
ー
ト
ラ
ッ
ド
）
7
キ
ロ
と
い
う
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
、
バ

ン
コ
ク
中
心
部
へ
も
近
く
、
E
E
C

エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
及
び
投
資
を
行
な
う
上
で

理
想
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ま

た
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
、
メ
ガ
・

バ
ン
ナ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
バ
ン
ナ
ー

な
ど
か
ら
も
至
近
で
バ
ン
コ
ク
、
主

要
幹
線
道
路
へ
の
迅
速
な
ア
ク
セ
ス

が
可
能
で
す
。
最
大
限
の
効
率
を
追

求
し
た
ビ
ル
設
計
と
、
近
く
て
便
利

な
ル
ー
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
利
便

性
は
、テ
ナ
ン
ト
及
び
訪
問
者
に
と
っ

て
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
」　

と
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
＆
国
際
部

取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
タ
ワ
ー
は
完
成
に
向
け
て

最
終
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
1
月
に
入
居
準
備
が
整

い
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
企
業
の

内
覧
も
現
在
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

   

W
H
A
U
P
社
で
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ

の
工
業
団
地
外
で
も
屋
上
設
置
型
太
陽
光

発
電
の
設
置
が
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
同
社
で
は
総
発
電
量
が
48
Ｍ
Ｗ
に
な
る

42
件
の
屋
上
設
置
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

W
H
A
工
業
団
地
と
物
流
施
設
で
30
Ｍ
Ｗ
、

外
部
の
顧
客
向
け
が
18
Ｍ
Ｗ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
お
よ
そ
４
、
５
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
契
約
締
結
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て

お
り
、
目
標
と
し
て
い
る
総
発
電
量
50

Ｍ
Ｗ
と
な
る
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電

の
設
置
を
今
年
度
内
に
実
現
す
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

（
2
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　
「
全
て
の
工
業
団
地
及
び
倉
庫
に

F
T
T
x
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
事
業

の
保
証
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を
確
約

す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。」
と

W
H
AInfonite

最
高
経
営
責
任
者
で
あ

るK
raitos O

ngchaisak

氏
は
言
い
ま

す
。「
企
業
は
最
大
９
社
あ
る
国
内
外
大
手

通
信
事
業
者
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
一
環
と
し
て
ス
マ
ー

ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
実
践
す

る
企
業
に
と
っ
て
、
５
Ｇ
技
術
を
導
入
す
る

大
き
な
起
爆
剤
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
事
業
を
よ
り
大
き
な
成
功
へ
と
導
き
、
国

の
経
済
に
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。」
と
説
明
を
続
け
ま
し
た
。

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ー
ジ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
と

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
と
入
居
企
業
へ
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
機
器
レ
ン
タ
ル
、
I
T

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
V
M
S
（
ビ
デ
オ
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト・サ
ー
ビ
ス
）、U
C
音
声
、

ビ
デ
オ
＆
デ
ー
タ
、
E
メ
ー
ル
、
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
オ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
＆
ス
ト
ー
レ
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ク
セ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
顧
客
は
特
定
の
要
件
に
応
じ
て
従
量

制
で
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択

で
き
ま
す
。

　

W
H
A
で
は
一
年
3
6
5
日
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
管
理
を
担
う
専
門
家
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。

W
H
A
U
P
、
M
G
生
産
工
場
に
タ
イ
国
内
最
大
と
な
る

電
力
容
量
4
.
8
8
Ｍ
Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
を
稼
働
開
始

W
H
A
タ
ワ
ー
、
ア
ジ
ア
・

     

パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
・

                     

ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

W
H
A
タ
ワ
ー
、
ア
ジ
ア
・

  
パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞

の
電
力
容
量
に
相
当
す
る
こ
と
に
な

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
最
高
経
営
責
任
者

N
iphon Bundechanan

博
士
に
よ

れ
ば
、
S
A
I
C
モ
ー
タ
ー
C
P
と

と
も
に
4
・
8
8
Ｍ
Ｗ
容
量
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
パ
ー
ク
の
記
念
す
べ
き
商

業
運
転
日
（
C
O
D
）
を
迎
え
た
こ

と
を
強
く
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
こ
の

発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
W
H
A
イ
ー

ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド

工
業
団
地
2
に
位
置
す

る
M
G
生
産
工
場
で

2,
0
0
0
台
分
の
車
を

収
容
す
る
総
面
積

3
1,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
。
タ
イ
国
内
で
は

最
大
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

パ
ー
ク
で
、
10
月
初
旬

か
ら
の
稼
働
で
、
サ
ー

ビ
ス
運
用
期
間
は
20
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

     

（
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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W
H
A
工
業
団
地
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
F
T
T
x
）
を
導
入
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